
 
 
 
 
 
 
 

 

非言語コミュニケーション 

校長 松瀨  歩 

先日、「非言語コミュニケーション」について職員研修を行いました。非言語コミュニケーショ
ンとは、字の通り言語の意味に頼らないコミュニケーションのことです。ある研究データでは、
次のようなことが述べられています。 

 
 
 

 
 
 

 
情報の受け手を語彙数が少なく言語によるコミュニケーションの経験が浅い子どもたちとした

ならば、その傾向がより強いと言えるのではないでしょうか。 

この研究データからわかることは、「子どもたちが教師からどのように思われているかを感じる
のは、教師の言葉ではなく、教師の表情や仕草、口調であること。」「教師がいつも笑顔であれば、
子どもは安心し大切にされていると感じ、逆に、いつもむすっとしていれば、子どもたちは緊張

した毎日を送ることになること。」「教師が長々と諭しても、口調や表情の影響が強いため、子ど
もは教師の表情から叱られたことは理解できても、何について叱られたか残っていないことがよ
くあること。」等です。 

これらのことから、子どもたちが安心して笑顔で過ごすためには教師が笑顔であること、そし
て、指導するときには言葉は短くわかりやすく、口調や表情は子どもの心情に訴えるようにする
ことの大切さを確認しました。当たり前のことのようですが、コロナ対応・タブレット導入等で

の忙しさの中、忘れていけない大切なことを確認する上で有意義な研修となりました。 
もし、子育てで悩まれている方がいましたら、□の中の「教師」を「親」に置き換えてみてく

ださい。子育てのヒントに少しでもなればと思います。 

 

 

 
横浜市情報教育ネットワーク（YYネット）上に本校のホームページがあります。 学校長 松瀨 歩 

 

 
 

  

青葉区美しが丘２丁目２９ 

電話（９０１）３４０８ URL：http://www.edu.city.yokohama.jp/sch/es/utsukushigaoka/ 

タブレット（iPad）の扱いについて 

学習用のタブレットが用意できました。一台一台に個人の名前がはってあり、卒業するまで責任をもって大

切に扱います。卒業後は新入生が引き継ぎます。学校内に保管するのが原則で、家庭に持ち帰ることはしま

せん。臨時休業などでリモート授業が必要になった場合には持ち帰ることがあります。 

人はコミュニケーションをとるとき、受け取る情報を１００とすると 

 ●相手の言葉の意味から受ける情報は７％ 

 ●相手の声の調子（大きさ、速さ、抑揚）から受け取る情報は３８％ 

 ●相手の表情やジェスチャーから受け取る情報は５５％ 

であり、非言語による情報の方が影響が大きい。 

横浜市立美しが丘小学校  令和３年５月３１日 

 
 


